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る。いずれも 2 割から 3 割近くの学校で生かされていないと判断している。その中で、
小・中学校の差が顕著なのは、「学級の道徳教育」と「各教科の指導計画」への生かされ
方である。
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会」「道徳授業の公開」もよく行われている。しかし、6 項目中 2 ～ 6 の 5 項目について
は、小学校に比べて中学校は 20㌽ほど「行っていない」が上回っている。全体では「行っ
ていない」という小・中学校が 4 分の 1 ほどあり、今後の課題であるといえる。　
表 9
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（7）今年度に行った道徳教育の研修計画の回数
平成 28 年度中に行われた道徳教育の研修計画の回数は、半分の学校が 1 ～ 2 回であ
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（2）郷土資料や学校独自に開発した教材の活用数
郷土教材や学校独自に開発した教材を取り入れていない学校が全体で 27％ある。また、
取り入れている場合も、半数の学校が 1 ～ 2 教材である。　　
表 12
（3）道徳の時間全体を振り返る時間を年間指導計画に設けているか





「全部の授業で明記している」学校が 2 割程度である。「明記していない」学校が 4 分
の 1 以上ある。
表 14
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平成 28 年度に道徳の授業研修を「行っていない」学校が 18% である。学校種別では
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（6）今年度の道徳の授業で使用した教材
『私たちの道徳』は、9 割以上の学校で何らかの方法で使われている。教育委員会等で
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る。ただ、「道徳教育の目標の理解」や「『特別の教科　道徳』の目標の理解」となると、
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た。明確な 3 つの因子が得られた。累積寄与率は、43.71 であった。
















4 ．どのような子どもたちも学校に来ればしっかりと成長できる .533 .130 .074
6 ．体力の育成は道徳教育を充実させることで高まる .517 .281 .255
1 ．道徳の授業を積み重ねていけば子どもたちの道徳性は高められる .461 .206 .339
2 ．教師は自分の生き方を子どもたちにもっと話すべきだ .441 .147 .128
8 ．道徳教育を充実させることで家庭との連携が深まる .267 .833 .251
9 ．道徳教育を充実させることで地域との連携が深まる .286 .804 .223
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図 2　ぜひ伝えたいことの中のその他
（2）「要望」について
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近年、多くの研究者・技術者に支持され、しかもフリーソフトとして信頼性の高いもの
に、樋口耕一氏によって 2001 年 10 月に公開された KHCoder（3）および石田基広氏の
RMeCab（4）などがある。今回は、多くの OS に対応し最も適用実績があり、使いやすいと



















「1. ぜひ伝えたいこと」における上位 10 語と他の質問項目の上位 10 語とを比較する
と、共通抽出語が「2. 要望」では 5 語、「3. 意見」では 8 語、「4. その他」でも 8 語存在
する。換言するならば、「2. 要望」独自に存在する抽出語は 5 語、「3. 意見」では 2 語、
「4. その他」では 2 語である。「質問項目ごとになぜ共通（独自）の語か存在するのだろ
うか ?」について KWIC コンコーダンスで検索をすると、「1. ぜひ伝えたいこと」に属す
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か、換言すると、回答者の立場（1 校長　2 副校長（教頭）　3 道徳教育推進教師（道徳主
任）　4 教務主任、研究主任　5 それら以外）による道徳に関する意識の違いが抽出語に
どのように反映されるのかについて知りたいためである。
D11300_71002606_押谷.indd   92 2019/07/19   12:10:35
― 92 ― ― 93 ―
図 10　共起ネットワーク（１．ぜひ伝えたいこと）「外部変数：回答者の立場」
本分析例（図 10）において、回答者の立場 1、2、3 は、共起関係に類似性が見られ、








































（3）KHCoder に つ い て は、 注（1） の KHCoder の URL（2019 年 3 月 1 日 取 得 ）、 樋 口 耕 一
（2014）、樋口耕一（2015）、牛澤賢二（2018）、平井明代（2018）の文献を参照。
（4）RMeCab については、注（1）の石田基広（2017）の文献を参照。
（5）共起ネットワーク・KWIC コンコーダンスの活用については、注（1）の KHCoder の URL
（2019 年 3 月 1 日取得）、樋口耕一（2014）、樋口耕一（2015）、牛澤賢二（2018）、牛澤賢二
（2018）、平井明代（2018）の文献を参照
（6）KHCoder のさまざまな分野への適用については、注（1）の KHCoder の URL（2019 年 3 月 1
日取得）を参照。
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